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令和６年度 事業報告 

 

（１）法人運営など 

①法人運営 

社会福祉法人 大台町社会福祉協議会は、業務執行の決定機関である理事会、法人運営に係る重

要事項の議決機関である評議員会、会計及び業務監査を行う監事を組織し運営しており、それぞれ

下記のとおり開催しました。 

１）理事会 

 開催日 主な議題 

令和 6年第 2回 令和 6年 5月 24日 令和 5年度事業報告及び決算 

令和 7年第 1回 令和 7年 3月 19日 
規程の改正、令和 6年度補正予算、令和 7年度事業

計画及び予算 

２）評議員会 

 開催日 主な議題 

令和 6年第 2回 令和 6年 6月 10日 令和 5年度事業報告及び決算 

令和 7年第 1回 令和 7年 3月 26日 令和 6年度補正予算、令和 7年度事業計画及び予算 

３）監査 

 開催日 主な議題 

令和 6 年度監査会 令和 6年 5月 15日 令和 5年度業務及び会計監査 

４）評議員選任・解任委員会 

 開催日 主な議題 

令和 6年第 1回 令和 6年 5月 28日 評議員の選任 

 

②職員採用計画 

 令和 6年 9月に正規職員の採用計画を策定しました。この計画に基づき、計画的に職員採用を行

ってまいります。特に令和 14年から 19年にかけて 12人の定年退職が見込まれることから、これ

を見据えた採用を行ってまいります。 

※正規職員（人） 

 令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

令和 

13 年度 

令和 

14 年度 

令和 

15 年度 

退職者 5 0 1 1 2 0 0 0 2 4 

新規採用者 3 3 2 2 1 1 1 1 1 2 

職員数 25 28 29 30 29 30 31 32 31 29 

 

 

 



2 

 

③社協会費 

 町民や事業所の皆様から協力いただいた社協会費は貴重な自主財源であり、地域の皆さんの「支

え合い・助け合い」活動に活用しました。 

単位：円 

 令和 6年度 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

一般会費 1,203,000 1,219,500 1,239,500 

賛助会費 308,000 380,000 393,000 

令和６年度の使い道 

・福祉車両及び福祉機器の貸出し 

・地域福祉推進事業 

・生活困窮者自立支援事業 

・機関紙「ネットワーク」発行 

・法人運営 

 

④指定管理施設（町からの指定管理） 

大台町と指定管理協定を締結し、両施設の予防的修繕を行うなど、健全な状態を保ちながら適正

な管理・運営を行いました。 

町施設名 指定管理者 指定管理料（円） 

地域福祉センター 大台町社会福祉協議会 10,080,000 

宮川福祉センター 〃 9,120,000 

 

⑤地域包括支援センターへの職員派遣 

 町の地域包括支援センターの運営を支援するため、社協職員 3名を出向させました。 

※出向期間 2年（更新あり） 

職種 派遣年度 備考 

主任介護支援専門員 R6.4.1～R8.3.31  

介護支援専門員 R7.4.1～R9.3.31 更新（R5.4.1～） 

〃 R6.4.1～R8.3.31 更新（R2.4.1～） 
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（２）地域福祉活動 

①赤十字運動月間（5月）の活動資金収納状況 

社会福祉活動などに使用される赤十字社の活動資金の募金活動を行い、協力いただいた募金は赤

十字社のさまざまな福祉活動に役立てられました。 

                単位：円 

 令和 6年度 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

会員数（人） 8 5 6 

目標額 1,204,000 1,187,000 1,216,000 

収入実績額 1,238,359 1,232,559 1,248,219 

 

②共同募金 

地域福祉の推進に活用される募金への協力活動を行い、協力いただいた募金は町のさまざまな福

祉活動に役立てました。令和 5年度募金実績による令和６年度配分金の使い道は次のとおりです。 

・ボランティア助成事業（2団体） 

・福祉教育推進事業（小学校 4校、中学校 2校、高等学校 1校） 

・地域福祉推進事業（見守り活動支援、子ども高齢者居場所づくり、生活困窮者支援、地域交

流） 

単位：円 

募金 種類 金額 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

赤い羽根募金 

戸別募金 1,606,850 1,628,000 1,596,200 

法人募金 128,000 176,680 178,900 

街頭募金 13,152 14,023 21,996 

職域募金 92,173 102,041 95,884 

窓口募金 0 0 0 

その他（募金箱、利息） 35,583 88,023 25,921 

計 1,875,758 2,008,767 1,918,901 

 

③広報紙ねっとわーくの発行 

社協広報紙「ねっとわーく」を年間 3回発行して、町内全世帯へ配布し、町民の皆様の社協事業

の理解と地域福祉への関心を高めることにつなげました。 

 主な内容 

令和 6年 5月 1日発行 自主グループや運転ボランティア活動の紹介、令和 6年度予算 

令和 6年 9月 1日発行 子ども居場所づくり事業の紹介、令和 5年度決算報告 

令和 7年 1月 1日発行 第 5回社協まつり、自主グループのイベント紹介 
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④災害ボランティアコーディネーター連絡会 

各種研修会を開催し活動の再確認と防災意識の向上につなげました。 

 団体名 会員数（人） 主な活動内容 助成額（円） 

災害ボランティアコーディネ

ーター連絡会 
21 

会員増強の企画検討、減災

活動、PR活動、交流活動 
100,000 

参考 

 会員数（人）  助成額（円） 

令和 5年度 16  66,000 

令和 4年度 14  741,000 

 

⑤福祉団体活動支援事業 

 4団体の活動を支援しました。大台町母子寡婦福祉会が会員数の減少と高齢化により令和 6年 4

月に解散しました。 

団体名 会員数（人） 主な活動内容 助成額（円） 

大台町高齢者クラブ 557 

会員同士の交流や健康推進

事業を実施。グランドゴル

フ大会、歩こう会、カラオ

ケ大会、日帰り旅行等 

1,570,000 

大台町遺族会 150 

戦没者遺族家族の交流、親

睦を図り平和運動を展開す

ることを目的に護国神社参

拝、日帰り旅行等を実施。 

330,000 

大台町障害者福祉会 16 

会員同士の親睦と団結を目

的にふれあい交流会、スポ

ーツ交流会を実施。また、

社会参加のため県障がい者

連合会が行う事業にも積極

的に参加。 

417,000 

大台町母子寡婦福祉会 － 
総会にて解散案が提出され

承認、解散。 
－ 

参考 

団体名 
会員数（人） 

令和 5年度 令和 4年度 

大台町高齢者クラブ 603 695 

大台町遺族会 157 181 

大台町障害者福祉会 19 22 

大台町母子寡婦福祉会 22 27 
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⑥シルバー人材センター 

 高齢化による会員数の減少と利用件数の減少、これに伴う事業収入の減少が課題となっています

が、会員からの知人・友人への声掛けにより 5 名の新規会員が登録しました。（R6.7.30～R7.1.6受

付分） 

町民の日常生活における困りごとにも対応する事業であり、持続可能な事業運営に向けて、引き

続き、新規会員・新規顧客の確保に努め健全経営につなげてまいります。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

件数 7 26 23 36 21 40 28 

延日人員数 60 66 49 96 71 119 81 

利用金額（円） 189,591 282,128 221,315 481,794 306,935 577,310 426,651 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

件数 23 19 4 6 7 240 

延日人員数 79 77 29 33 29 789 

利用金額（円） 418,316 386,767 145,429 140,816 121,149 3,698,201 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

件数 259 283 

延日人員数 823 886 

利用金額（円） 3,777,543 4,149,787 

 

⑦生活支援体制整備事業（町からの委託事業） 

 2名の生活支援コーディネーターを配置して、地域の支えあい活動を支援し、地域力の向上につ

なげました。 

 主な取組 

地域の自主グループ支援 

地域の自主グループの活動を側面的に支援し、地域の活力向上

につなげました。特に継続的な活動につなげるには後継者育成が

極めて重要であり、計画的に後継者を育成し、リーダーとなる人

材が不在とならないようにしてまいります。 

子どもの豊かな育ちの支援 

令和 5年度から子どもの育ちを支援する取組をスタートさせ、

令和 6年度は子どもの「居場所づくり」事業を実施し、将来を担

う子どもの育ちを応援いたしました。 
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⑧民生委員児童委員協議会 

定例会を開催し委員同士の連携をはかるとともに、各種研修を開催し委員の資質向上に努めまし

た。 

 主な取組 

定例会 9回開催、委員間及び行政との連絡調整 

役員会 9回開催、役員と部会長との会議（年間予定や定例会の内容を検討） 

研修会 
防災講演会・高齢者部会主催（特殊詐欺について寸劇）・行政相談・ブロッ

ク別研修会 DVD視聴（孤立・孤独について） 

部会活動 

福祉サービス事業所訪問・各保育園にプレゼント配布 

保育園にプレゼントを配布する際、保護者向けに「民生委員とは何か」と

いうチラシを作成し配布（事務局作成） 

事務作業 
県民児協からの事務作業（アンケートや研修会のお知らせ等の手続き）・活

動費や費用弁償についての会計処理 

交流会 委員同士の連携、情報・意見交換 

 

⑨家族介護教室事業（町からの委託事業） 

 家族介護教室を開催し、介護に関する知識や技術を学ぶとともに介護者同士の交流を図りました。 

 主な概要等 

講師 
なの花薬局鎌田店 認定栄養ケア・ステーション 

管理栄養士 横田敦子氏 

参加者 
林業総合センター 12名 

健康ふれあい会館 13名 計 25名 

内容 

演題：「10の食品群でフレイル予防～おうちでできるバランス食～」 

1日に必要な栄養素についての講演、電気ポットを使ったパッククッキング

の体験、椅子に座ったままできる「イスヨガ」の実演 

 

⑩社協まつり 

 第 5回社協まつりを町の第 25回人権フェスティバルと同日開催し、社協事業の発信と地域との

つながりの強化を図りました。 

 主な概要等 

日時 12月 7日（土） 

場所 本所及び建康ふれあい会館 

来場者数 426人 
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（３）地域福祉サービス 

①自主事業 

   主な概要等 

みまもっチャオ 

（新規事業） 

配食サービスが廃止となったことから、これに代わる見守り事業として、

民生委員児童委員協議会に協力をいただき事業を開始し、延べ 3,178名の

方の見守りを行いました。 

ささえ手 軽易な生活援助事業で、延べ 19名の方に 40回利用いただきました。 

 

②福祉用具貸与事業 

１）福祉機器 

機器名 貸出件数（R5度末） 保有数量 
参考（貸出件数 年度末） 

令和 5年度 令和 4年度 

特殊寝台 3 19 5 4 

車椅子 20 27 34 30 

歩行器 0 1 0 0 

エアーマット 0 1 0 0 

２）福祉車両 

車両 貸出回数 保有台数 
参考（貸出回数） 

令和 5年度 令和 4年度 

リフト付き車両 33 1 31 16 
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（４）相談支援事業 

①高齢者相談（町からの委託事業） 

大台地域と宮川地域に 2カ所設置して、行政、医療・保健・福祉の専門機関、地域のさまざまな組

織や人材と連携し、包括的なサポートを行いました。 

単位：件数 

 本所 支所 計 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

初回相談 96 72 168 179 199 

継続相談 495 100 595 790 548 

主な相談内容 

○介護保険について（サービスについて） 

○民生委員や関係機関より 地域で心配な方がいるので様子確認してほしい 

 

②心配ごと相談（町からの委託事業） 

毎月、各地域で「心配ごと相談」を開設し、町民の日常生活の不安や悩みごとの相談に応じまし

た。 

単位：件数 

 本所 支所 計 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

相談 17 22 39 49 42 

弁護士相談

（再掲） 
13 18 31 28 36 

主な相談内容 

○弁護士相談 法律に関わる相続、土地の所有、空き家バンク契約に伴うトラブル等。 

○一般相談  近所トラブル、登記等。必要に応じて専門の相談窓口を紹介。 

 

 

 

③生活困窮者自立支援事業（町からの委託事業） 

経済的に困窮し最低限度の生活を維持することができなくなるおそれがある方へ包括的な支援を

行う制度ですが、前年度に比べ、県相談支援センターをはじめ関係機関からのケース相談が多く、

相談件数及び食料提供（町独自）が倍増となりました。 

相談に対し町及び県相談支援センターと連携して対応するとともに、必要に応じて食糧や食料、

物品等提供の支援を行いました。特に食の支援については、何度も支援を繰り返すなど、長期的に

関わりが必要なケースがあり、早期に生活の立て直しが出来ないのが現状です。 

制度の狭間となり、提供できるサービスがなく支援が困難なケースも多いことから、関係機関で

情報を共有し連携を密にして対応しています。 
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単位：件数 

 令和 6年度 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

相談 19 8 17 

食糧提供（県） 3 6 4 

食料提供（町独自） 28 12 12 

物品等支給 1 3 0 

主な内容 

高齢世帯からの相談が多く、特に年金支給のない奇数月に多くの相談がありました。 

また、高齢者と障がいを有する複合的な問題を抱える世帯もあり、関係機関で連携して支援を

行いました。 

支援は県相談支援センター職員と情報を共有し、就労支援、就学支援、家計相談、債務処理等

必要に応じてそれぞれの制度を活用し支援しました。 

 

④日常生活自立支援事業 

必要な福祉サービスの利用について適切に判断することに不安がある主に在宅で暮らす認知症高

齢者、知的障がい者、精神障害者などの方を対象に、本人との契約に基づき社会福祉協議会の職員

（専門員・生活支援員・推進員）が生活のお手伝いを行い、いつまでも地域で生活が続けられるよ

う、支援を行いました。 

 大台地域 宮川地域 町外 計 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

継続 3 6 2 11 9 10 

新規 0 3 0 3 5 2 

終了 1 2 2 5 3 3 

計 2 7 0 9 11 9 

主な内容 

〇基本サービス  福祉サービス利用援助 

（福祉サービスの利用に関する助言や、その手続きのお手伝い） 

〇追加サービス１ 日常的金銭管理サービス 

（日常生活に必要な預金の払戻し、預入れ、各種支払いのお手伝い） 

〇追加サービス２ 書類等預かりサービス 

（大事な書類を金庫にて保管） 

 

⑤生活福祉資金貸付事業（県社協事業） 

 生活福祉資金貸付事業は、比較的所得が少ない世帯（低所得世帯）、高齢者世帯、障がい者世帯

に対して、経済的自立や生活意欲を促進し、安定した生活をおくることを目的にした貸付制度で、

社会福祉協議会、民生委員、自立相談支援機関等が相談から申し込み、償還に至るまで継続し援助
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活動を行い、世帯の生活安定を図っており、市町の社会福祉協議会が窓口となり、三重県社会福祉

協議会が貸付を行なっています。令和 6年度は 1件の貸付実績でしたが、コロナ特例貸付償還免除

を行った結果、未償還貸付金額が大幅に減少しました。。  

 令和 6年度 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

貸付件数 1 0 4 

金額（円） 70,000 0 2,129,000 

年度末 

未償還貸付件数 
11 25 31 

金額（円） 4,498,960 13,210,580 16,217,640 

 

⑥地域福祉金庫貸付事業 

 地域福祉金庫貸付事業は、大台町社会福祉協議会独自の貸付事業であり生活福祉資金貸付事業で

は適用にならない又は貸付に時間を要する場合、速やかかつ効果的に支援を実施することにより、生活

困窮者の自立の促進を図っています。⑤事業と同様に比較的所得が少ない世帯（低所得世帯）、高齢

者世帯、障がい者世帯に対して、安定した生活を送れるように社会福祉協議会、民生委員、必要に

応じ自立相談支援機関等が世帯の生活安定を図る援助活動を行っており、次のような貸付実績でし

た。 

 令和 6年度 
参考 

令和 5年度 令和 4年度 

貸付件数 10 12 9 

金額（円） 425,000 555,000 615,000 

年度末 

未償還貸付件数 
16 17 27 

金額（円） 587,500 519,500 723,500 
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（５）障がい福祉サービス 

①相談支援事業（町からの委託事業） 

 障害福祉サービスの利用計画の作成（特定相談）ついては、利用者の死亡や他県への転出、介護

保険制度への移行により計画件数が減少し対前年度比 200千円程度の報酬減となりました。障害児

相談についても支援の必要がなくサービス終了になったことにより件数が減少し、対前年度比 200

千円程度の報酬減となりました。それに伴い一般的な相談件数も対前年度比 50件程度の減少とな

りました。 

単位：円 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

特定相談 262,890 282,960 140,360 296,040 238,840 230,640 267,120 

障害児相談 450,920 35,300 154,520 192,460 159,500 437,240 43,960 

一般的相談件数 33 48 40 56 32 59 94 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

特定相談 153,480 198,560 179,480 83,240 229,760 2,563,370 

障害児相談 121,880 109,560 154,840 176,330 200,630 2,237,140 

一般的相談件数 48 86 53 31 19 599 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

特定相談 2,761,860 3,305,460 

障害児相談 2,452,600 2,084,520 

一般的相談件数 651 399 

 

②居宅介護・重度訪問介護事業 

障害者を対象としたホームヘルプサービスで、延利用者数、延利用回数ともに対前年度比は微減

となりましたが、重度訪問介護サービスの利用はありませんでした。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

延利用者数 9 10 10 10 10 9 8 

延利用回数 134 169 166 176 166 162 140 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

延利用者数 10 11 11 9 8 115 

延利用回数 199 184 187 165 142 1,990 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

延利用者数 111 144 

延利用回数 2,179 2,340 
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③障がい者デイサービス「たんぽぽ」（町からの委託事業） 

 利用者数は、毎日利用（週 5日）の方の体調不良による欠席、家庭の事情による欠席などにより

対前年度比で 104名の減となりました。 

 令和 7年度は 4月から 2名の新規利用者があり登録者は 10名となる予定です。内１人は毎日利

用であることから延べ利用者数の増が見込まれます。引き続き、利用者の日中の活動の場を確保

し、家族の就労支援及び介護している家族の一時的な休息の確保に努めてまいります。 

単位：人 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

利用者数 66 73 66 69 55 53 58 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

利用者数 55 46 40 50 62 693 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

利用者数 797 606 

 

④就労継続支援Ｂ型事業所ジクソー工房（町からの委託事業） 

新規利用者 1名に対して高齢化による退所者 2名であったことから延べ利用者数は微減となりま

した。 

売上額は、道の駅奥伊勢おおだい等の各販売所での手芸製品の販売増、苗部門ではイベント販売

や寄せ植えの注文数、特に優先調達の注文数が増えたことから対前年度比約 450千円の増となりま

した。今後は、利用者が無理なく取り組める新商品開発なども検討してまいります。 

また、地域の祭りやイベントに積極的に参加してつながりを深め、働きながら社会参加できる場

となるよう努めてまいります。 

登録者数（人） 延利用者（人） 売上額（円） 利用者工賃（円） 

16 2,400 4,406,757 2,734,601 

参考 

 登録者数（人） 延利用者（人） 売上額（円） 利用者工賃（円） 

令和 5年度 15 2,411 3,960,338 2,362,038 

令和 4年度 18 2,692 3,803,542 2,109,736 
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（６）介護保険サービス 

 介護保険サービス（介護給付・予防給付）の指定事業者として、各種居宅サービスを提供してい

ます。 

１）介護報酬 

 居宅介護支援事業は、介護支援専門員 4 人の配置から 3 人配置にしたことにより対前年度比約

7,000千円の大幅減となりました。 

 訪問介護事業は、報酬改定が影響し対前年度比約 4,000千円の減となりました。 

 通所介護事業は、令和 6年 6月に営業時間を通常時間に戻したことで対前年度比約 6,300千円の

増となりました。 

単位：円 

 令和 6年度 令和 5年度 令和 4年度 

居宅介護支援 19,797,540 26,812,670 19,622,320 

訪問介護 36,854,350 40,905,915 41,218,510 

通所介護 40,753,802 34,441,275 36,489,329 

計 97,405,692 102,159,860 97,330,159 

 

２）利用状況 

①宮川居宅介護支援事業所 

介護支援専門員 4 人の配置から 3 人配置にしたこと、施設入所や入院、要介護者が更新にて要支

援者になったことなどにより介護プラン作成者数が対前年度比約 340件減となりました。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

調査対者数 3 4 4 4 4 5 6 

介護プラン作成者数 98 100 93 96 93 86 99 

予防プラン作成者数 14 13 15 12 13 11 12 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

調査対者数 6 5 2 4 0 47 

介護プラン作成者数 91 94 88 87 88 1,113 

予防プラン作成者数 16 13 15 12 13 159 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

調査対者数 57 57 

介護プラン作成者数 1,450 1,122 

予防プラン作成者数 175 82 
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②訪問介護事業所 

新規利用もありますが、施設入所等により対前年度比で件数が 45件、回数が 1,064回減となりま

した。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

延利用者数 57 61 58 58 52 52 58 

延利用回数 677 789 785 750 669 662 663 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

延利用者数 52 59 51 51 48 657 

延利用回数 652 588 494 541 481 7,826 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

延利用者数 702 686 

延利用回数 8,890 9,213 

 

③通所介護事業所 

 令和 5年 10月から時短営業を実施していましたが、令和 6年 6月に通常時間に戻したことで経

営が改善傾向にあります。他にも利用者を増やす次の取り組みを行いました。 

１つ目は、要介護度の高い方の受け入れや利用回数増の希望の受け入れをしました。要介護度の

高い利用者を受け入れるには高度な介護技術や専門知識が必要ですが、職員が様々な知識を得るた

めに研修会を開催し技術の向上を図っています。2つ目は趣味活動に力を入れたことで、中でも令

和 6年 5月からカラオケを始めたことで利用者間に地域や男女を超えた交流が芽生え活気づいてい

ます。3つ目は取り組みを介護支援専門員へ周知する活動を継続しています。4つ目は口腔機能の

向上の取り組です。5つ目は職員の離職を防止するために職員間のコミュニケーションをとり、業

務内容の効率化を図るなど労働環境を整えました。 

今後も利用者や介護支援専門員の要望に応え、様々な利用形態に応じる体制を整えてまいりま

す。また、統計的に冬季に利用者が減少するため、季節を問わず安定した利用者数の確保に努めて

まいります。 

専門知識がある職員全員が連携し多職種で検討し個々のニーズに対応できる事業所を目指しま

す。 

単位：人 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

要介護 1 115 106 109 158 204 175 198 

要介護 2 123 129 112 103 131 148 148 

要介護 3 86 89 80 79 92 85 100 

要介護 4 9 12 12 14 10 11 6 

要介護 5 19 22 23 26 24 25 25 

計 352 358 336 380 461 444 477 
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 11月 12月 1月 2月 3月 計 

要介護 1 168 173 152 150 150 1,858 

要介護 2 149 144 125 110 84 1,506 

要介護 3 98 91 80 114 129 1,123 

要介護 4 8 10 11 11 12 126 

要介護 5 26 24 33 37 29 313 

計 449 442 401 422 404 4,926 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

要介護 1 1,192 1,199 

要介護 2 1,614 1,428 

要介護 3 802 1,079 

要介護 4 248 255 

要介護 5 99 11 

計 3,955 3,972 
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（７）介護予防・生活支援サービス事業 

①訪問型サービス 

 介護保険事業とは異なり、件数、回数ともに年々件数が増えています。その要因として、近隣にサ

ービス事業所が無いことが考えられます。 

１）第 1号訪問事業 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

延利用者数 21 23 19 25 25 26 27 

延利用回数 122 114 97 123 119 131 156 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

延利用者数 25 25 27 28 25 296 

延利用回数 128 136 120 126 127 1,499 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

延利用者数 247 240 

延利用回数 1,338 1,216 

２）緩和ヘルパー 

 令和 6年度 令和 5年度 令和 4年度 

延利用者数 0 0 0 

延利用回数 0 0 0 

３）生活支援訪問サービス 

 令和 6年度 令和 5年度 令和 4年度 

延利用者数 33 11 8 

延利用回数 196 41 16 

 

 

②通所型サービス 

 通所介護相当サービス利用者は、令和 6 年 3 月までは入浴の支援は実施していませんでしたが、

自宅の環境が整っていない方や独居で転倒の不安が大きい方もみえることから、令和 6 年 4 月から

希望者に対して入浴支援を行ったことで利用者や介護支援専門員の満足度が上がりました。 

今後も要介護状態になることを防止するために介護予防、重度化防止の取り組みを行ってまいり

ます。 

単位：人 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

事業対象者 29 30 27 30 25 20 26 

要支援１ 19 12 12 14 10 12 13 

要支援２ 14 14 13 25 12 19 27 

計 62 56 52 69 47 51 66 
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 11月 12月 1月 2月 3月 計 

事業対象者 20 18 19 19 17 280 

要支援１ 7 11 11 9 10 140 

要支援２ 27 28 28 35 36 278 

計 54 57 58 63 63 698 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

事業対象者 446 273 

要支援１ 291 261 

要支援２ 346 432 

計 1,083 966 

 

③つどいの場（町からの委託事業） 

 宮川支所 1 ケ所での開催となりましたが、介護予防の拠点として、運動・認知・口腔機能の向上

と、交流を通して仲間づくりや生きがいづくりの輪を広げることにつなげました。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

延利用者数（人） 88 92 86 97 71 86 85 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

延利用者数（人） 77 68 68 78 90 986 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

延利用者数（人） 1,204 1,905 

 

④出前介護予防教室（町からの委託事業） 

 年 1回は町が行う健康度測定会と同時開催し、健康管理や介護予防についての意識の向上につな

げます。令和 6年度は大杉谷地区での開催場所を増やしたことから、より身近な場所で参加できる

ようになり利用者が増加しました。一方、利用者が少数で固定化されている地域もあり、今後さら

なる高齢化により利用者が減少し開催が難しくなる地域が出てくることが予想されます。 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

延利用者数（人） 90 115 140 103 50 104 115 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 

延利用者数（人） 109 80 94 92 101 1,193 

参考 

 令和 5年度 令和 4年度 

延利用者数（人） 1,082 922 

 


